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石川県ⓑ山ᕷの低ᶆ高地で，小規ᶍにṧᏑするࣈナኳ↛生林の 24 ᖺ㛫の林ศのື態を調査した。本数はᚎ々にῶ少

したのに対し，⬚高᩿㠃✚合ィと林ศ材✚は，一ᗘῶ少した後にᅇ᚟ഴ向を♧し，ࣈナの高いඃ༨ᗘが⥔ᣢされていた。

⬚高┤径㝵ู本数ศᕸ⠊ᅖは，1999 ᖺと 2023 ᖺとで大きなኚ໬はみられなかったものの，ࣈナでは小┤径㝵でのᯤ

Ṛ率が高く，ࣉࢵࣕࢠ形成にᐤ与すると考えられる⬚高┤径 30cm 以上の❧木のᯤṚもᖺ平均 1.42 本/ha で，ⱝᖸ高

いഴ向にあった。⌧状では，ࣈナ林として೺඲な状態で⥔ᣢされていると考えられた。

ナ、ኳ↛生林、低ᶆ高、小規ᶍ、ື態ࣈ㸸ࢻ࣮࣮࣡࢟

Ϩ．࡟ࡵࡌࡣ

，ナ林は，෭ ᖏ，ᆶ┤ⓗには山地ᖏの森林でࣈ

༡は㮵ඣᓥ県の高㝰山から北は北ᾏ㐨㯮ᯇෆ低地

ᖏまでẼೃⓗなᴟ┦としてᗈくศᕸしている（前

田 1991）。日本ᾏഃのࣈナ林は，多㞷⎔ቃに対す

る㐺ᛂ性が高いことでも▱られ，ኴ平ὒഃに比べ

て⣧ᗘが高く，ᶆ高のศᕸᇦがᗈい（本㛫 2002）。  

石川県でもࣈナの୺要ศᕸᇦは෭ ᖏ（ᶆ高

300～�㺂500 m）であるが，ຍ㈡地ᇦのⓑ山㯄では

低ᶆ高ᇦ（300～500 m）の集ⴠ後⫼林として小規

ᶍでᏙ❧ⓗにศᕸしている林ศもみられる（水野

1989）。こうしたࣈナ林は，㞷崩㜵Ṇ林としてṧさ

れてきたことがグ㘓されている（బ々木ら 1978）。

小規ᶍでᏙ❧したࣈナ林は，ሀ果生産が༑ศでな

く，更新に支㞀を᮶すྍ能性がᣦ᦬されている

（Kitamura et al 2008）。また，㏆ᖺのᛴ㏿な 

ᬮ໬は，෭ ᖏのࣈナ林のศᕸ⠊ᅖを⊃めるྍ能

性もᣦ᦬され（本㛫 1999㸹ᯇ஭ら 2009），その影

響を最もཷけやすいのは，低ᶆ高に఩⨨する小規

ᶍな林ศと考えられる。 

成⇍したᴟ┦ࣈナ林にはいくつか≉ᚩがある

（中㟼 1991）。まず，┤径㝵ู本数ศᕸにおいて，

小径木ほどᐦᗘが高い L Ꮠᆺを♧し，そのうࣈࡕ

ナはྛ┤径にまࢇべࢇなくศᕸし最大࢖ࢧズも大

きい。樹高のศᕸは，ࣈナは林ෙᒙに集中してお

り，中㛫ᒙやୗᒙに少ない。空㛫ศᕸは，林ෙ木

はࣛン࣒ࢲにศᕸし，中小径木は集中ⓗにศᕸす

る。種の多ᵝ性では，日本ᾏഃのࣈナ林はࣈナの

ඃ༨ᗘが高く，種の多ᵝ性が低い。更新のᥦ౪場

所となる林ෙࣉࢵࣕࢠの形成として，林ෙ木がᖺ

平均 0.5～1.0 本/ha ᯤṚしている。以上のഴ向が

みられるࣈナ林は，ᴟ┦林として⥔ᣢされている

とみなすことがྍ能と考えられる。 

そこで，前ᅇ，林ศᵓ㐀や樹種ᵓ成を報告（小

㇂ 2007）したⓑ山ᕷ㬍ࣨ㇂のࣈナ林について，そ

の後 24 ᖺ㛫のື態から，低ᶆ高に఩⨨する小規ᶍ

なࣈナ林の೺඲性が⥔ᣢされているかどうかを検

証した。 

ϩ．調査ᆅࡧࡼ࠾調査᪉ἲ 

1．調査ᆅ 

 調査地は，㬍ࣨ㇂県有林（石川県ⓑ山ᕷ㬍ࣨ㇂）

の 4.6ha のࣈナ林である（෗┿-1）。ᶆ高 520～��0

㹫，方఩༡向き，平均ഴᩳᗘ 25°，地㉁中生௦前

ᮇ～中ᮇⓑள⣖手取ᒙ⩌஬࿡ᓥᒙ（♟ᒾ），ᅵተᆺ

BD�G�ᆺである（石川県 2000）。このࣈナ林は，ⓑ

山࿘㎶の山地ᖏの୺要植生であるࣈナ林のୗ㝈地

に当たる。⌧ᅾでは，ᶆ高 500 m ௜㏆は，ᪧ⸄Ⅳ

林として฼用されたミズナࣛを୺とする஧ḟ林や

スࢠேᕤ林がᗈがり，ࣈナ林は所々に小規ᶍにṧ

されているのみである。ᪧᕷ⏫ᮧであるᑿཱྀᮧの

ᮧྐによると，ᮧෆには，いくつかの集ⴠの⿬山

に㞷崩㜵Ṇ林として小規ᶍなࣈナ林がṧされてい

たというグ㏙がある（బ々木ら 1978）。㬍ࣨ㇂の

ナ林に関するグ㏙はないが，᫛和ࣈ 37 ᖺに㬍ࣨ㇂

地ᇦෆでも大規ᶍな㞷崩が発生している（బ々木

ら 1978）ことから，このࣈナ林も同ᵝに㞷崩㜵Ṇ

林としてのᶵ能のᙺ๭をᢸっていたと考えられる。

林㱋は୙᫂であるが，前ᅇの調査報告（小㇂ 2007）

のࣈナ上ᒙ木の࢖ࢧズからして，200 ᖺ以上と考
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えられる。 

2．調査᪉ἲ 

 1999 ᖺに，4.6ha ෆに 1ha（��� P�����P）ࣉ

ロࢵトをタけ，ࣉロࢵトෆを �� m ⏬に༊ࣗࢩࢵ࣓

したのࡕ，⬚高┤径 4cm 以上の❧木について，⬚

高┤径と樹高を ᐃし，それらの空㛫ศᕸを調べ

た（小㇂ ���7㸹෗┿-1）。その後，���4 ᖺ、���9

ᖺそして ��23 ᖺに同ᵝにṧᏑする❧木について

⬚高┤径を ᐃし，樹種ごとの本数ᐦᗘ，⬚高᩿

㠃✚（B$）合ィおよび材✚を⟬出した。材✚の⟬

出には，樹高と⬚高┤径の 2 ኚ数によるィ⟬ᘧ（林

野庁 197�）でồめた。なお，���4 ᖺ，2��9 ᖺ，���3

ᖺは⬚高┤径のみの ᐃであるので，これらの樹

高の推ᐃには 1999 ᖺの ᐃ時にస成した推ᐃᘧ

を用いた（ࣈナ㸸\ = �����/Q�[� - 7.7781，その

௚高木性樹種㸸\ = ������/Q�[� - 3.3458，低木

性樹種㸸\ = ������/Q�[� - ������）。ただし，\

は樹高，[ は⬚高┤径を♧す。 

形成にᐤ与すると考えられる⬚高┤径ࣉࢵࣕࢠ 

��Fm 以上のᯤṚ木の発生する空㛫ศᕸをゎᯒす

るため、ᕑ（����）のȫᣦ数を⟬出した。ȫᣦ数

は、以ୗのᘧでィ⟬される。すなわࡕ， 

ȫ㸻 ・

ここで，ȫ㸼1 の場合，ᯤṚ木は␯㛤地࿘㎶で発

生，ȫ㸻1 の場合，ࣛ ン࣒ࢲに発生，ȫ㸺1 の場合，

ΰみ合ったとこࢁで発生したことを♧す。ただし，

mは比㍑ᖺ（���4 ᖺ，���9 ᖺ，���3 ᖺ）の， m�

はึᮇ（1999 ᖺ）の平均ΰみ合いᗘを♧し，m は

同じく比㍑ᖺの，m�はึᮇの平均ᐦᗘを♧し，��� 

m2ごと ��� ༊⏬の平均で⟬出した。平均ΰみ合い

ᗘはѷQi�Qi����ȊQL、平均ᐦᗘはѷQi���� でィ⟬

される（㹬は༊⏬ごとのᐦᗘで、L㸻�～���）。 

結果の⤫ィゎᯒは，࢚クセࣝ⤫ィ（SSRI ����）

で行った。 

 

Ϫ．結果 

1． ᮏᩘᐦᗘ࡜⬚㧗᩿㠃✚㸦BA㸧ྜィࡢኚ໬ 

⬚高┤径 4cm 以上の❧木の本数ᐦᗘおよび BA

合ィの ����～���3 ᖺの推⛣をᅗ�1 に♧した。本

数ᐦᗘは，1999ᖺに����5本�Kaであったのがᚎ々

にῶ少し，2�23 ᖺには 915 本�ha となった（���� %

ῶ）。一方，BA 合ィは 1999 ᖺに 36.3 m2�KD�であ

ったのが，���9 ᖺまでに 35.1 m2�Ka までῶ少した

のࡕᅇ᚟し，���3 ᖺには 35.3 m2�Ka となり，結果

ⓗに 2.5 %のῶ少にとどまった。なお，林ศ材✚

も BA 合ィと同ᵝに 1999 ᖺに 257.4 m3�Ka であっ

たのが，���9 ᖺ（����� m3�KD）までῶ少したが，

���3 ᖺには 257.9 m3�Ka となり，結果ⓗに 2.4 %

ቑとなった（表-1）。 
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2．⬚㧗┤ᚄ㝵ูᮏᩘศᕸࡢኚ໬ 

2023ᖺでの⬚高┤径 4cm以上の❧木の⬚高┤径

㝵ูの本数ศᕸはᅗ-2 のとおりである。ここでは，

ナとその௚ᗈⴥ樹にศけて♧した。┤径のᖜはࣈ

�～��Fm におよび，40～50cm にも小さなピークを

ᣢࡕながらも，඲యとしては小┤径㝵（20cm 以ୗ）

ほど本数が多い L Ꮠᆺを♧した。しかし，ࣈナの

みを取り出すと，ྛ┤径㝵にまࢇべࢇなくศᕸす

ると同時に 40～50cm のピークが㝿❧ࡕ，小┤径㝵

との஧山ᆺのศᕸを♧した。ࣈナのみのศᕸを

1999 ᖺと比㍑すると、ศᕸの⠊ᅖはほとࢇど同じ

であるが，小┤径㝵でのピークの本数が少なくな

り，さらに ��～��Fm のピークは、1999 ᖺのピー

ク（��～��Fm）よりも右ࣇࢩ࡬トした形跡がみら

れた（ᅗ-3）。実㝿に、┤径 20cm 以上で，平均値

を比㍑したとこ1999，ࢁ ᖺが 40.8cm（Q=231）、2023

ᖺが 44.5cm（Q ���）で 2023 ᖺの方が有意に高い

値を♧した（t-検ᐃ，p<0.01）。 

3．ᯤṚᮌࡢⓎ⏕≧ἣ 

2004～2023 ᖺにᯤṚしたࣈナの⬚高┤径㝵ู

の本数ศᕸをᅗ-4 に♧した。ᯤṚ木のศᕸは，

1999 ᖺの❧木のศᕸ（ᅗ-2，�）に類ఝして，小

┤径㝵と ��～��Fm にピークをᣢつ஧山ᆺであっ

た。上ᒙを༨める 30cm 以上（34 本/ha，ᖺ平均 1.42

本/ha），および中ᒙを༨める 10～30cm ᮍ‶（34

本�Ka，ᖺ平均 1.42 本�Ka）がそれࡒれ 19.3％で

あったのに対し，10cm ᮍ‶（108 本/ha，ᖺ平均

4.50 本�Ka）のୗᒙ木は �1.4％と高かった。そこ

で，林ෙࣉࢵࣕࢠの形成にᐤ与する⬚高┤径 30cm

以上のᯤṚ木の空㛫ศᕸの推⛣を，ȫᣦ数（ᕑ 
1988）を用いて検証した（ᅗ��）。その結果，それ

れのᖺのᯤṚ木は，1999ࡒ ᖺまたは前ᅇの調査ᖺ

に対してはほぼ 1 に㏆い値を♧した。ただし，2023

ᖺではやや㸯よりも高い値を♧した。 

4．ᵓᡂᶞ✀ࡢඃ༨ᗘࡢኚ໬ 

出⌧した樹種の本数ᐦᗘ，BA 合ィ，材✚を 1999

ᖺと 2023ᖺの比㍑を表�1に♧す。樹種の㡰఩は，

材✚ඃ༨ᗘで♧している。2023 ᖺまでに 3 種（コ

ナࣛ，ナナࢻ࣐࢝，ナツࢮࣁ）がᾘኻし，2004 ᖺ

以㝆に新たに 3 種（࢜࢜バクロࣔࢹ࢚࢝ࣜ࢘，ࢪ，

コ࣐ࣘミ）がຍわり，結果ⓗにᵓ成樹種数 23 はኚ

わらなかった。  

ナは，本数ᐦᗘはࣈ 24 ᖺ㛫で ��4 本/ha ῶ少

（���� %ῶ）したが，BAでは 0.4 m2/haのῶ少（��� %

ῶ）にとどまり。材✚では 2.9 m3/ha ቑຍ（1.2 %

ቑ）した。඲యに༨めるࣈナのඃ༨ᗘは，本数ᐦ

ᗘではῶ少したが，BA 合ィや材✚ではቑຍし，౫

↛高い๭合を༨めた。 

ナ以外で上఩ࣈ 10 種に఩⨨した樹種では，࢘ࣁ

なࣈ࢘ࣙࣜ，ࢩアズキナ，ࢹࢩ࢝ア，ࢹ࢚࢝࣡ࢳ

どが上఩に㐍出したのに対し，ミズナࣛ，コࢩア

クなどで㡰఩にୗがった。コࢧン࣐バ࣐ࣝ，ࣛࣈ

ナࣛは 1999 ᖺに 4 ఩であったにも関わらず，2023

ᖺにはᾘኻした。コࢹ࢚࢝࣡ࢳ࢘ࣁは本数，BA 合

ィおよび材✚とも 24 ᖺ㛫でቑຍし，࢚࢝࣡ࢳ࢘ࣁ

も本数はῶ少したものの，BAࢹ 合ィや材✚はቑຍ

した。 

 

ϫ．⪃ᐹ 

今ᅇ調査した㬍ࣨ㇂ࣈナ林は，本数ᐦᗘ 915 本

/ha，⬚高᩿㠃✚合ィ 35.3 m2/ha，林ศ材✚ ����9 

m3/ha であった（表-1）。ࣈナの⣧ᗘの高いኳ↛林

に関して，1ha の大きさのࣉロࢵトで調べられた

⬚高᩿㠃✚合ィ（����～���� m2/ha）（∦ᒸ 1982）

と比㍑しても，この値はほぼᶆ‽ⓗな結果と考え

られる。1999 ᖺから 24 ᖺ㛫⤒㐣し，本数ᐦᗘが

ᚎ々にῶ少推⛣したのに対し，⬚高᩿㠃✚合ィは

一ᗘῶ少したのࡕᅇ᚟するഴ向（ᅗ-�）がみられ

たことから，ᯤṚ木の空㛫をṧᏑ木の成長が✰ᇙ

めし，⌧Ꮡ量を⥔ᣢしていることが♧၀される。

これは、ࣉࢵࣕࢠ形成による更新の場のᥦ౪（中

㟼 1991）による林ศ⥔ᣢᶵ能がാいていることを

♧၀するものである。 

⬚高┤径㝵ู本数ศᕸの⠊ᅖは 1999 ᖺとほと

どኚわらず，ᵓ成樹種をྵめ小┤径㝵ほど本数ࢇ

が多い L Ꮠᆺを保ࣈ，ࡕナは 40～50cm にもピーク

をᣢࡕながらもྛ┤径㝵にまࢇべࢇなくศᕸし、

最大࢖ࢧズ（��FP）も林ศ最大であった（ᅗ-2、3）。

これらは，ᴟ┦林の≉ᚩ（中㟼 1991）を♧してい
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ると考えられる。 

林ෙࣉࢵࣕࢠの形成にᐤ与するᯤṚ木の発生は，

ȫᣦ数が 1 に㏆い高い値を♧しࣛン࣒ࢲに発生す

るഴ向（ᅗ-5）があることから，┤径の大きな林

ෙ木はࣛン࣒ࢲなศᕸに⛣行していると考えられ

る。ただし，2023 ᖺではやや 1 よりも高くᐦᗘの

低い場所でᯤṚするഴ向がみられたことから，一

部でࣉࢵࣕࢠのᗈがりが出᮶つつあると考えられ

る（෗┿-1）。しかし，ࣈナの⬚高┤径㝵ู本数ศ

ᕸは，1999 ᖺも 2023 ᖺも஧山ᆺを♧したが、ᯤ

Ṛ木もほぼ同ᵝなศᕸを♧している（ᅗ-4）。この

ことは，小┤径㝵だけでなく，上ᒙ林㛫でもᇶ本

ⓗにはΰみ合ったとこࢁでᯤṚ木が発生している

ことを⿬௜けていると考えられる。 

ᵓ成樹種のኚ໬（表-1）をみると，ࣈナのඃ༨

ᗘの高さは 24 ᖺ㛫ኚわらず，樹種ᵓ成の上఩のඃ

༨ᗘの高さもコナࣛを除いて大きくኚわっていな

い（表-1）。ࣈナ以外では、24 ᖺ㛫でコ࣡ࢳ࢘ࣁ

の⬚高᩿㠃✚合ィおよびࢹ࢚࢝࣡ࢳ࢘ࣁやࢹ࢚࢝

材✚のඃ༨ᗘがቑຍしたのが≉ᚩⓗで，この 2 樹

種は⪏㝜性が高い性㉁をᣢつと考えられる。日本

ᾏഃのࣈナ林で種の多ᵝ性が低い≉ᚩ（中㟼 1991）

があるのは，ࣈナのඃ༨ᗘが高いために⪏㝜性の

高い樹種しかΰ஺できないためと考えられ，㬍ࣨ

 。ナ林もその≉ᚩを♧しているࣈ㇂

ナの⬚高┤径㝵ศᕸがᖜᗈいことから，今後ࣈ

ともࣈナのඃ༨ᗘの高い状態が⥅⥆されるものと

考えられる。しかしながら，⬚高┤径 30cm 以上の

本数ῶ少がᖺ平均 1.42本/haとこれまで調べられ

たࣈナ林の 0.5～1.0 本�Ka（中㟼 1991）よりもῶ

少࣌ースが᪩いこと，⬚高┤径 10cm ᮍ‶での本

数ῶ少率（ᖺ㛫 4.50 本�Ka）も高い（ᅗ��）こと

などから，この状態が⥆けࣈ、ࡤナは上ᒙ林ෙの

みにṧᏑしながらᚎ々に௚の樹種のඃ༨する森林

 。わるྍ能性も考えられる᭰࡬

 以上のことから，低ᶆ高に఩⨨し小規ᶍにṧᏑ

する㬍ࣨ㇂ࣈナ林は，⌧状ではࣈナのᴟ┦林の≉

ᚩを⥔ᣢし，Ᏻᐃしたᶵ能を果たしていると考え

られる。今後，ࣈナのᯤṚや更新⛶樹の発生状ἣ

を⥅⥆してࣔࢽタࣜンࢢするとともに，௚の低ᶆ

高のࣈナ林とも比㍑しながらື態の検証を行う必

要があると考えられる。 

 

ㅰ㎡ 

この調査を行うに当たり，石川県❧大Ꮫの㕥木

ឡᾏさࢇには，ࢻローンにより調査地の඲ᬒの᧜

影をお㢪いした。௜グして，感謝申し上げる。 

 

表-2. ᵓᡂᶞ✀ࡢᮏᩘᐦᗘ㸪⬚㧗᩿㠃✚㸪ᮦ✚ࡢኚ໬ 

ᮏ/ha % ᮏ/ha % m2/ha % m2/ha % m3/ha % m3/ha %

ࢼࣈ 457 35.019 283 30.929 32.573 89.679 32.169 91.087 244.855 95.126 247.715 96.036
ࢹ࢚࢝࣡ࢳ࢘ࣁࢥ 281 21.533 285 31.148 1.283 3.531 1.696 4.801 4.191 1.628 5.749 2.229
ࢹ࢚࢝࣡ࢳ࢘ࣁ 123 9.425 119 13.005 0.332 0.914 0.365 1.034 0.775 0.301 0.876 0.340
ࣛࢼࢬ࣑ 12 0.920 6 0.656 0.345 0.951 0.175 0.496 1.696 0.659 0.764 0.296
ࢩࢼ࢟ࢬ࢔ 61 4.674 24 2.623 0.268 0.736 0.152 0.430 0.728 0.283 0.513 0.199
ࣛࣈ࢔ࢩࢥ 106 8.123 32 3.497 0.391 1.076 0.155 0.439 1.343 0.522 0.506 0.196
ࢹࢩ࢝࢔ 18 1.379 11 1.202 0.159 0.438 0.122 0.344 0.402 0.156 0.457 0.177
࢟ࣂࢶࢶࢼ 24 1.839 15 1.639 0.138 0.379 0.127 0.361 0.427 0.166 0.454 0.176
ࣈ࢘ࣙࣜ 71 5.441 87 9.508 0.134 0.368 0.179 0.506 0.279 0.109 0.394 0.153
ࢹ࢚࢝ࣖࢱ࢖ 2 0.153 2 0.219 0.074 0.203 0.047 0.132 0.410 0.159 0.186 0.072
ࣛࢡࢨࢬ࣑࣡࢘ 4 0.307 10 1.093 0.008 0.022 0.038 0.108 0.018 0.007 0.114 0.044
ࢡࢧ࣐ࣥࣂ࣐ࣝ 108 8.276 17 1.858 0.279 0.768 0.039 0.109 0.624 0.242 0.087 0.034
ࣔࢲ࢜࢔ࣂ࣐ࣝ 10 0.766 5 0.546 0.031 0.095 0.015 0.041 0.064 0.025 0.035 0.013
ࣛࢡࢨ࣐ࣖ 1 0.077 2 0.219 0.004 0.011 0.008 0.022 0.010 0.004 0.022 0.009
ࢪࣔࣟࢡࣂ࢜࢜ 500.0310.0810.0600.0734.04
ࢩ࣐࢘࣎ࣖ 1 0.077 3 0.328 0.001 0.003 0.005 0.015 0.002 0.001 0.012 0.005
ࢹ࢚࢝ࢲࣁࣜ࢘ 1 0.077 2 0.219 0.002 0.005 0.004 0.012 0.002 0.001 0.010 0.004
࣓ࢶࣀ࢝ࢱ 3 0.230 1 0.109 0.005 0.014 0.004 0.011 0.011 0.004 0.009 0.004
ࢩ࣐ࣝ࢘ࣖ 1 0.077 2 0.219 0.001 0.003 0.004 0.012 0.002 0.001 0.009 0.004
ࢹ࢚࢝ࣜ࢘ 300.0700.0900.0300.0912.02
ࣂࢩ࣒ࢱ 9 0.690 1 0.109 0.017 0.046 0.002 0.005 0.038 0.015 0.004 0.001
࢟ࣀ࣓࢝࢜࢜ 7 0.536 1 0.109 0.012 0.034 0.002 0.005 0.026 0.010 0.003 0.001
࣑࣐ࣘࢥ 100.0200.0400.0100.0901.01

ࢥࢼ675.0484.1317.0952.0351.02ࣛ
ࢼࢼ࣐࢝ࢻ400.0010.0110.0400.0770.01
ࢼࢶࣁࢮ200.0500.0900.0300.0351.02

⥲ィ 1,305 100 915 100 36.323 100 35.316 100 257.402 100 257.941 100

ᮦ✚ඃ༨ᗘࡢ㡰఩࡛ิグࠋ㉥Ꮠ1999ࠊࡣᖺࡶࡾࡼቑຍࠋࡍ♧ࢆ

ᶞ✀

ᮦ✚ྜィ
1999ᖺ 2023ᖺ1999ᖺ 2023ᖺ

ᮏᩘᐦᗘ ⬚㧗᩿㠃✚ྜィ
1999ᖺ 2023ᖺ
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